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　東に椿峠、西に茶臼山の天嶮を擁し、海あくまで蒼く、

大平山の麓緑に包まれた富海の地。この素晴らしい地を

構成する里山を親しみ、いつまでも残したいとの思いか

ら始まった活動です。

　子どもたちと一緒に春の籾蒔きから育苗、田植え、稲

刈り、冬の注連縄作りまで、その愉しさ難しさを味わって

います。

　また、園児とジャガイモ、サツマイモの植え付け収穫、

小学３年生と木製本立て作り、６年生と記念植樹、中学生

と琴音の滝山道整備等で汗を流し、共に楽しんでいます。

　老骨にむち打っていると言われながら、高齢の皆さん

も地域の活性化の一助になればと活動されています。

　柳井近郊に移住してこられた方たちを中心に「柳井ＵＪＩ

ターン応援の会」を５年前に立ち上げ、移住者同志助け合っ

たり、イベントをしたりして移住生活を楽しんでいます。

　活動は毎月１回例会を開催。そこでは、多方面に渡って

色々な経験をしている会員たちが先生になって、皆で勉強

会等をしています。

　また毎年５月に、その年に移住してこられた方たちを歓

迎する「ウェルカム柳井」を開催して、柳井市内の海岸で

ＢＢＱ、マテ貝堀り等をして交流会をしています。

　新しく来られた方たちが早く地域に溶け込めるようにと

いう思いです。

https://yanai-uji.org/

柳井市  島元　通子

「柳井ＵＪＩターン応援の会（会長 島元三雄）」

防府市  安田　武勝

「ボランティア琴音の風（代表 橋本守）」
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輝
く講師・アドバイザー派遣を

活用されませんか？
県内で活動している団体や、新たに活動を始めた団体へ組織運営・

防災・男女共同参画等の実務的・専門的な講師・アドバイザーを派遣します。

❶申請
原則１か月前までに「山口きらめき財団講師・
アドバイザー派遣申請書」により申し込んでください。

❷審査・日程調整
申請書をもとに審査。書類審査の後、講師と日程調整を行い、
その結果を団体へ通知します。

❸派遣・報告
研修会等に講師を派遣します。
研修会等の終了後、報告書を提出してください。

※詳しくは、財団ホームページをご覧ください。
TEL.083－929－3600公益財団法人お申込み・

お問い合わせ

実務的・専門的な
アドバイスで、地域の
課題解決や活性化、
男女共同参画社会の
実現を支援します。

派遣の手順

派遣にかか
る

経費は無料
!

皆
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に
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し
ま
す
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おま
かせください

ワークライフ
バランス

まちづくり
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チラシ
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男女共同参画
ってなに？

活動をもっと
広げたいなぁ

団体を
ＰＲしたい

取材を通して様々なジャンルの方々との出会いがあり、貴重な体

験をさせていただいていることに感謝しています。（大久保）

角島ジェラート　ポポロさんへの取材。ご多忙中にもかかわらず

素敵な笑顔で快く取材をお受けいただき感謝です。（金田）

思いと共に広がる、素敵なつながりのお話が聞けました。私も

一つひとつを大切にしていきたいと思います。（河村）

編集に関わらせていただきながら、多くのことを学んでいます。

みなさん仲間になりませんか。（久保田）

取材を通して伺うことができたお話と、貴重な出会いに感謝いた

します。ありがとうございました。（小柳）

エネルギッシュな女性に出会い、元気をいただき、ありがとうご

ざいました。（原田）

取材で聞いた想いを、文章で相違なく伝えること。簡単なようで

難しい。出来上がった時の達成感は格別です。（藤本）

先日の取材で美味しい食材を教えていただき、さっそく購入しま

した。リピーターになりそうです。（柳澤）

編集後記


